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五
一

は
じ
め
に

　
北
宋
の
梅
堯
臣
（
一
〇
〇
二
～
一
〇
六
〇
）
に
「
目
昏
」
と
い
う
詩
が
あ
る
。

視
界
が
暗
く
か
す
ん
で
し
ま
う
「
昏
」
と
い
う
状
態
を
言
葉
で
表
現
し
た
作
で
あ

る
。
視
覚
が
制
限
さ
れ
た
状
況
を
主
題
と
し
て
選
択
し
た
点
に
、
難
度
の
高
い
詩

作
へ
の
意
欲
が
窺
え
る
。

　
梅
堯
臣
は
、
慶
暦
年
間
の
後
期
（
一
〇
四
四
～
一
〇
四
八
、
以
下
「
慶
暦
後

期
」）
を
中
心
に
、
歴
代
の
詩
人
が
取
り
上
げ
な
か
っ
た
事
物
を
あ
え
て
主
題
に

選
ぶ
な
ど
の
挑
戦
的
な
詩
作
を
繰
り
返
し
た
。
そ
う
し
た
主
題
は
多
く
の
場
合
、

日
々
の
生
活
の
中
に
何
気
な
く
存
在
す
る
物
や
、
ふ
い
に
発
生
し
た
事
柄
か
ら
選

ば
れ
る）（
（

。
慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）、
ま
さ
に
慶
暦
後
期
の
作
で
あ
る
「
目
昏
」

も
、
日
常
の
中
に
突
如
現
れ
た
特
殊
な
状
況
に
対
し
、
詩
の
主
題
と
し
て
の
興
味

を
か
き
立
て
ら
れ
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
詩
の
内
容
を
見
て
み
る
と
、
実
際
に
描
写
に
用
い
ら
れ
た
表
現
は

あ
ま
り
に
も
簡
素
で
あ
っ
た
。
事
実
を
淡
々
と
並
べ
る
だ
け
で
、
創
作
へ
の
強
い

意
欲
が
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
わ
ざ
わ
ざ
特
殊
な
主
題
を
選
び
な
が
ら
、
梅

梅
堯
臣
の
「
目
昏
」
詩
は
、
眼
病
で
か
す
ん
だ
視
界
と
い
う
特
殊
な
主
題
を

扱
う
に
も
関
わ
ら
ず
、
描
写
に
は
極
め
て
簡
素
な
表
現
を
用
い
て
い
る
。
眼

病
に
ま
つ
わ
る
詩
を
大
量
に
残
し
た
先
人
白
居
易
の
詩
と
比
較
す
る
と
、
そ

の
淡
泊
な
描
写
こ
そ
が
梅
堯
臣
の
狙
い
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
視
覚
的
な

魅
力
に
頼
ら
な
い
描
写
を
追
究
し
た
こ
の
詩
作
は
、
慶
暦
後
期
に
行
わ
れ
た

創
作
上
の
試
み
の
一
環
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
梅
堯
臣
は
こ
れ

以
降
、
眼
病
を
詠
じ
る
詩
の
中
で
か
す
ん
だ
視
界
を
積
極
的
に
描
写
す
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
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（
大
井
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き
）

五
二

堯
臣
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
描
写
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。「
目
昏
」
の
創
作
意
図
を

探
り
、
こ
の
創
作
が
梅
堯
臣
の
詩
作
活
動
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。

一
、
眼
病
と
い
う
主
題

　
「
目
昏
」
の
よ
う
に
目
の
病
を
詠
じ
る
営
み
は
、
中
国
古
典
詩
の
中
で
は
い
つ

頃
か
ら
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
埋
田
重
夫
「
白
居
易
詠
病
詩
の
考
察
─
詩
人
と

題
材
を
結
ぶ
も
の
─
」
に
よ
れ
ば
、「
病
」
と
い
う
も
の
を
主
題
と
す
る
詩
は
、

六
朝
後
期
よ
り
次
第
に
作
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
唐
以
前
は
ご
く
少
数
に
と

ど
ま
り
、
本
格
的
に
作
成
さ
れ
始
め
る
の
は
中
唐
以
降
で
あ
る）（
（

。
中
で
も
白
居
易

は
七
六
首
と
多
作
で
、
か
つ
連
作
や
特
定
の
病
を
詠
じ
る
と
い
っ
た
特
色
の
あ
る

創
作
も
見
ら
れ
、
量
質
と
も
に
大
き
な
意
味
を
も
つ
と
い
う
。

　
こ
の
う
ち
眼
病
を
詠
じ
る
詩
に
お
い
て
は
、
白
居
易
は
さ
ら
に
重
要
な
位
置
に

あ
る
。
同
氏
の
「
白
居
易
に
お
け
る
眼
疾
の
意
義
─
視
力
障
害
が
詩
人
に
も
た
ら

し
た
も
の
─
」
で
は
、「
先
秦
か
ら
唐
末
に
及
ぶ
中
国
古
典
詩
史
に
お
い
て
、
眼

疾
は
歴
代
詩
人
に
よ
っ
て
ほ
と
ん
ど
全
く
詩
材
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
で
白

居
易
の
眼
病
表
現
は
、
量
・
質
と
も
に
極
め
て
特
異
で
あ
り
、
彼
は
こ
の
種
の
文

学
ジ
ャ
ン
ル
の
い
わ
ば
創
始
者
・
開
拓
者
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。」
と
す
る）（
（

。
白

居
易
が
眼
病
を
主
題
と
し
た
詩
は
五
首
、
目
の
不
調
を
描
写
し
た
詩
句
を
も
つ
作

と
し
て
は
、
埋
田
氏
が
こ
の
五
首
を
含
む
五
九
首
を
挙
げ
て
い
る）（
（

。
白
居
易
以
外

の
詩
人
で
は
、
王
建
と
張
籍
に
各
一
首
と
劉
禹
錫
に
二
首
、
眼
病
を
主
題
と
し
た

作
が
残
る
。

　
北
宋
の
詩
に
も
眼
病
を
う
た
う
も
の
が
見
ら
れ
る
が
、
梅
堯
臣
以
前
で
は
王
禹

偁
（
九
五
四
～
一
○
○
一
）
に
「
眼
疾
」
一
首
が
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
っ
た
。

同
世
代
（
出
生
年
が
前
後
一
〇
年
）
の
作
で
は
、
欧
陽
脩
（
一
○
○
七
～
一
○
七

二
）「
眼
有
黑
花
戲
書
自
遣
」
と
、
張
方
平
（
一
○
○
七
～
一
○
九
一
）「
病
眼
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
以
降
、
梅
堯
臣
と
交
流
の
可
能
性
が
あ
る
世
代
（
一
〇
五

〇
年
以
前
の
出
生
）
の
作
で
は
、
文
同
（
一
〇
一
八
～
一
〇
七
九
）「
病
眼
」
か

ら
黄
庭
堅
（
一
〇
四
五
～
一
一
〇
五
）「
次
韻
元
實
病
目
」
ま
で
、
少
な
く
と
も

一
〇
首
が
確
認
で
き
た
。
描
写
の
一
部
で
眼
病
に
言
及
す
る
作
は
さ
ら
に
多
い）（
（

。

こ
れ
ら
の
作
は
、
白
居
易
を
中
心
と
す
る
中
唐
詩
人
か
ら
の
流
れ
を
継
承
す
る
も

の
だ
ろ
う
が
、
梅
堯
臣
の
「
目
昏
」
は
そ
の
中
で
も
早
い
時
期
に
あ
る
も
の
と
言

え
る
。

　
そ
れ
で
は
、
梅
堯
臣
の
詩
の
中
で
眼
病
を
詠
じ
た
作
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
一
篇
全
体
で
う
た
う
の
は
、「
目
昏
」
の
ほ
か
「
因
目
痛
有
作
」「
依
韻
和

呉
正
仲
赤
目
見
寄
」
と
、「
自
感
」
二
首
の
其
一
に
左
目
が
か
す
ん
だ
こ
と
を
詠

じ
る
の
を
合
わ
せ
て
、
計
四
首
で
あ
っ
た
。
約
二
九
〇
〇
首
が
残
る
梅
堯
臣
の
詩

の
中
で
は
、
ご
く
一
部
で
あ
る
。
目
に
限
定
せ
ず
、
病
を
詠
じ
た
詩
を
集
め
て
み

て
も
、
一
二
首
が
数
え
ら
れ
る
の
み
で
あ
っ
た）（
（

。
梅
堯
臣
に
病
を
詠
じ
た
作
が
少

な
い
の
は
、
一
つ
に
は
彼
が
白
居
易
ほ
ど
多
病
な
質
で
な
か
っ
た
た
め
だ
ろ
う
。

以
下
に
具
体
的
な
制
作
状
況
を
示
す
。
病
に
関
わ
る
語
に
傍
線
を
附
し
、
そ
う
し

た
語
を
詩
題
に
含
ま
な
い
作
に
つ
い
て
は
、〈
〉
に
て
病
の
内
容
を
補
足
し
た）（
（

。

康
定
元
年
（
一
〇
四
〇
）「
秋
日
屬
疾
」（
五
古
八
句
）

慶
暦
三
年
（
一
〇
四
三
）�「
秋
日
臥
疾
恭
上
人
來
過
不
及
見
因
以
詩
答
」（
五
古
一
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五
三

六
句
）

慶
暦
五
年
（
一
〇
四
五
）「
答
中
道
小
疾
見
寄
」（
五
古
二
〇
句
）

慶
暦
六
年
（
一
〇
四
六
）「
和
王
仲
儀
詠
癭
二
十
韻
」（
五
古
四
〇
句
）

慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）�「
目
昏
」（
五
古
八
句
）「
送
韓
八
太
祝
歸
京
師
求
醫
」（
五

古
二
四
句
）

慶
暦
八
年
（
一
〇
四
八
）「
因
目
痛
有
作
」（
五
古
八
句
）

皇
祐
三
年
（
一
〇
五
一
）�「
四
月
二
十
八
日
記
與
王
正
仲
及
舍
弟
飲
」（
五
古
二
六

句
）〈
宴
席
で
の
集
団
食
中
毒
〉

皇
祐
五
年
（
一
〇
五
三
）「
聞
刁
景
純
侍
女
瘧
已
」（
五
古
二
二
句
）

至
和
元
年
（
一
〇
五
四
）「
依
韻
和
呉
正
仲
赤
目
見
寄
」（
五
律
）

嘉
祐
元
年
（
一
〇
五
六
）�「
自
感�

其
一
」（
五
律
）〈
左
目
の
視
力
低
下
〉

※
制
作
年
不
明
「
聞
曼
叔
腹
疾
走
筆
為
戲
」（
五
古
八
句）（
（

）

　
梅
堯
臣
の
詩
は
天
聖
九
年
（
一
〇
三
一
）
か
ら
残
る
が
、
初
め
の
十
年
ほ
ど
は

病
を
主
題
と
す
る
作
が
見
ら
れ
な
い
。
康
定
元
年
と
慶
暦
三
年
の
二
首
は
、「
疾
」

と
い
う
の
み
で
具
体
的
な
病
名
は
言
わ
ず
、
句
の
一
部
で
寒
気
や
嘔
吐
の
症
状
に

言
及
す
る
。
そ
う
し
た
中
で
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
慶
暦
六
年
の
「
和
王
仲
儀
詠

癭
二
十
韻
」
で
あ
る
。
病
を
詠
物
の
対
象
と
し
て
多
方
面
か
ら
詳
細
に
描
き
出
し

て
お
り
、「
病
」
と
い
う
正
常
で
な
い
状
態
を
言
語
化
す
る
こ
と
へ
の
興
味
が
窺

え
る
。
同
じ
く
、
突
如
発
生
し
た
集
団
食
中
毒
の
地
獄
絵
図
を
言
葉
を
連
ね
て
写

し
取
っ
た
「
四
月
二
十
八
日
記
與
王
正
仲
及
舍
弟
飲
」（
皇
祐
三
年
）
や
、
友
人

宅
の
使
用
人
の
病
を
詠
じ
た
「
聞
刁
景
純
侍
女
瘧
已
」（
皇
祐
五
年
）
に
も
、
病

の
症
状
を
描
写
す
る
こ
と
へ
の
意
欲
が
現
れ
て
い
る
。
梅
堯
臣
は
病
を
詠
じ
る
こ

と
自
体
は
多
く
な
か
っ
た
が
、
少
な
く
と
も
慶
暦
年
間
後
半
か
ら
皇
祐
年
間
ま
で

の
期
間
は
、
詠
病
へ
の
関
心
が
比
較
的
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
目
昏
」
が
作

ら
れ
た
の
も
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
だ
っ
た
。
こ
の
詩
は
や
は
り
、
眼
病
の
症
状
を

写
し
取
る
こ
と
に
対
す
る
興
味
か
ら
作
ら
れ
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
詠
病
詩
の
詩
体
に
注
目
す
る
と
、「
目
昏
」
を
含
む
ほ
と

ん
ど
が
古
体
詩
で
あ
る
。
梅
堯
臣
が
用
い
る
詩
体
の
傾
向
は
時
期
に
よ
っ
て
変
化

し
、
そ
れ
が
詩
風
の
変
遷
に
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
梅
堯
臣

の
詩
体
選
択
の
基
準
に
つ
い
て
、
現
段
階
で
は
詳
し
く
検
討
で
き
て
い
な
い
。
少

な
く
と
も
前
掲
の
一
覧
か
ら
は
、
病
を
主
題
と
し
て
詩
を
作
る
と
き
、
古
体
を
選

択
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
う
し
た
詩
体
と
主
題
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
本
稿
で
は
深
く
触
れ
な
い
が
、
今
後
検
討
す
べ
き
点
と
し
て
留
意
し
て
お
き

た
い
。

二
、
梅
堯
臣
の
眼
病
描
写

　
続
い
て
、
目
の
病
に
限
定
し
て
見
て
み
た
い
。
梅
堯
臣
の
作
中
に
見
ら
れ
た
目

の
不
調
に
関
わ
り
の
あ
る
詩
句
を
以
下
に
全
て
挙
げ
る
。「
病
」
と
は
言
い
が
た

い
も
の
も
含
む
が
、
目
が
正
常
な
状
態
で
な
い
こ
と
を
表
す
描
写
を
で
き
る
限
り

広
く
抜
き
出
し
た）（
（

。
な
お
、
目
の
不
調
の
原
因
を
〈
〉
で
示
し
、
梅
堯
臣
以
外
の

人
物
の
目
に
つ
い
て
言
っ
て
い
る
場
合
は
そ
の
名
称
も
補
足
し
た
。

慶
暦
四
年
（
一
〇
四
四
）

　
「
聞
子
美
次
道
師
厚
登
天
清
寺
塔
」
復
想
下
時
險
、
喘
汗
頭
目
旋
〈
高
所
〉



か
す
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世
界
（
大
井
さ
き
）

五
四

　�
「
冬
夕
會
飲
聯
句
」
醉
心
欺
睡
魄
〔
景
初
〕、
細
書
刺
昏
瞳
〔
堯
臣
〕〈
睡
眠
不
足
〉

慶
暦
五
年
（
一
〇
四
五
）

　
「
雨
中
宿
謝
胥
裴
三
君
書
堂
」
夜
短
竟
無
寢
、
困
瞳
劇
塵
磣
〈
睡
眠
不
足
〉

慶
暦
六
年
（
一
〇
四
六
）

　
「
元
日
」
咀
橘
齒
病
酸
、
目
已
驚
老
態
〈
老
化
〉

　
「
睡
意
」
夜
吟
朝
誦
無
暫
休
、
目
胔
生
瘡
臂
消
肉
〈
睡
眠
不
足
〉

慶
暦
七
年
（
一
〇
四
七
）

　
「
目
昏
」〈
病
気
〉

慶
暦
八
年
（
一
〇
四
八
）

　
「
因
目
痛
有
作
」〈
病
気
〉

皇
祐
四
年
（
一
〇
五
二
）

　
「
觀
楊
之
美
畫
」
日
高
腹
枵
眼
眥
眵
、
邂
逅
獲
見
何
言
疲
〈
書
画
鑑
賞
〉

皇
祐
五
年
（
一
〇
五
三
）

　�

「
與
蔣
秘
別
二
十
六
年
田
棐
二
十
年
羅
拯
十
年
始
見
之
」
髮
有
霜
華
侵
、
目
有

蜘
蛛
懸
〈
老
化
〉

　
「
淘
渠
」
老
翁
夜
行
無
子
攜
、
眼
昏
失
脚
非
有
擠
〈
老
翁
の
老
化
〉

至
和
元
年
（
一
〇
五
四
）

　
「
依
韻
和
呉
正
仲
赤
目
見
寄
」〈
呉
正
仲
の
病
気
〉

　�

「
涇
尉
徐
絳
於
其
廨
得
魯
公
破
碑
二
十
六
字
近
又
於
碑
陰
得
二
十
八
字
寄
予
及

呉
正
仲
正
仲
有
詩
答
亦
答
之
」
我
鬢
蓬
然
兩
眼
花
、
欲
學
辛
勤
定
無
益
〈
老
化
〉

至
和
二
年
（
一
〇
五
五
）

　�

「
答
宣
城
張
主
簿
遺
鴉
山
茶
次
其
韻
」
明
珠
滿
紙
上
、
剩
畜
不
為
奢
。
玩
久
手

生
胝
、
窺
久
眼
生
花
〈
書
画
鑑
賞
〉

　�

「
潘
歙
州
怪
予
遂
行
與
黃
君
同
路
黃
先
遊
浙
矣
依
韻
酬
寄
」
高
樓
登
望
酸
目
睛
、

欲
觀
弄
濤
仍
膾
鯨
〈
高
所
〉

嘉
祐
元
年
（
一
〇
五
六
）

　
「
自
感
」
其
一
〈
老
化
〉

嘉
祐
二
年
（
一
〇
五
七
）

　
「
莫
登
樓
」
莫
登
樓
、
脚
力
雖
健
勞
雙
眸
、
下
見
紛
紛
牛
與
馬
〈
高
所
〉

　
「
依
韻
和
王
景
彜
憶
秋
」
炎
炎
赫
日
偏
憎
老
、
眼
耳
昏
聾
半
塞
塵
〈
老
化
〉

　�

「
寄
題
知
儀
州
太
保
蒲
中
書
齋
」
朝
聞
鳴
雞
夕
聞
鵶
、
眼
昏
秋
匣
生
銅
花
〈
李

太
保
の
老
化
〉

　
「
依
韻
和
池
守
王
微
之
訪
別
」
病
眼
生
花
早
、
蒼
毛
似
葉
稀
〈
老
化
〉

嘉
祐
三
年
（
一
〇
五
八
）

　
「
次
韻
答
黃
介
夫
七
十
韻
」
兩
目
生
昏
花
、
猶
勝
張
籍
盲
〈
老
化
〉

嘉
祐
四
年
（
一
〇
五
九
）

　
「
次
韻
和
劉
原
甫
紫
微
過
予
飲
酒
」
忽
觀
壁
間
字
、
坐
歎
目
昏
花
〈
老
化
〉

　
目
の
異
常
に
言
及
す
る
作
も
詠
病
詩
と
同
様
、
慶
暦
三
年
（
一
〇
四
三
）
以
前

の
約
十
年
間
に
は
一
首
も
見
ら
れ
な
い
。
慶
暦
四
年
か
ら
皇
祐
四
年
ま
で
の
十
年

弱
の
間
に
は
、
書
物
や
絵
画
を
見
て
目
が
疲
れ
た
と
い
う
一
時
的
な
不
調
を
述
べ

た
も
の
が
多
い
。
一
方
、
皇
祐
五
年
（
梅
堯
臣
五
十
二
歳
）
以
降
は
専
ら
老
化
に

よ
る
視
力
低
下
を
う
た
う
。
一
時
的
な
疲
労
で
も
な
く
、
老
化
現
象
の
一
例
で
も

な
く
、
純
粋
な
病
と
し
て
目
の
不
調
を
う
た
う
の
は
、「
目
昏
」「
因
目
痛
有
作
」

「
依
韻
和
呉
正
仲
赤
目
見
寄
」
の
三
首
の
み
で
あ
る
。「
自
感
」
其
一
も
突
発
的

に
発
生
し
た
症
状
と
し
て
う
た
う
が
、
其
二
に
白
く
な
っ
た
口
ひ
げ
を
詠
じ
て
い
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五
五

る
の
で
、
老
態
の
現
れ
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
老
い
を
表
現
す
る
た
め

に
視
力
低
下
と
白
髪
を
並
列
す
る
例
は
唐
詩
に
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
目
の
不
調
を
表
現
す
る
の
に
用
い
る
言
葉
に
も
、
時
期
に
よ
る
差
が

見
ら
れ
る
。
ま
ず
は
前
半
、
皇
祐
四
年
頃
ま
で
の
詩
句
で
あ
る
。「
雨
中
宿
謝
胥

裴
三
君
書
堂
」
に
「
劇
塵
磣
（
劇は
げ

し
く
塵
磣
す
）」
と
い
う
表
現
が
あ
る
が
、
物

に
砂
が
混
じ
る
と
い
う
意
味
の
「
磣
」
の
字
は
、
詩
文
に
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
。

ま
た
、「
睡
意
」
詩
に
用
い
ら
れ
た
「
胔
」
も
特
殊
な
字
で
あ
る
。
肉
が
付
い
た

骨
や
死
体
を
指
し
、
こ
こ
で
は
意
味
が
通
じ
な
い
。
校
注
に
よ
れ
ば
各
本
異
同
は

な
い
が
、
同
音
の
「
眥
（
ま
な
じ
り
）」
の
誤
り
か
も
し
れ
な
い
。「
眥
」
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
先
行
す
る
詩
が
主
に
怒
り
や
涙
の
描
写
に
用
い
、
多
く
「
決
眥
」

や
「
眥
睚
」
な
ど
の
決
ま
っ
た
形
を
取
る
の
と
は
異
な
る
独
自
の
用
い
方
と
言
え

る
。
皇
祐
四
年
に
も
「
眼
眥
眵
（
眼
眥�

眵
す
）」
と
あ
る
が
、
後
に
付
く
「
眵
」

の
語
は
「
ま
な
じ
り
を
傷
め
る
」
ま
た
は
「
目
や
に
が
生
じ
る
」
の
意
で
、
先
行

す
る
作
で
は
韓
愈
に
一
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
前
半
の
時
期
に

は
奇
抜
な
表
現
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
皇
祐
五
年
頃
を
境
と
し
た
後
半
は
、
用
い
る
表
現
が
「
昏
」
と
「
花
」

に
集
中
す
る
。
い
ず
れ
も
目
の
か
す
ん
だ
状
態
を
表
す
が
、「
花
」
は
視
界
に
光

な
ど
が
ち
ら
つ
く
症
状
を
い
う
場
合
も
あ
る
よ
う
だ）（1
（

。
唐
代
の
眼
病
描
写
に
も
頻

出
の
語
な
の
で
、
表
現
が
単
一
化
さ
れ
、
個
性
が
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
。
目
の
疲
労
と
視
力
低
下
と
で
は
症
状
が
異
な
る
た
め
、
表
現
の
語
彙
が
異
な

る
の
は
当
然
だ
が
、
前
半
期
は
や
け
に
奇
抜
な
語
が
繰
り
返
さ
れ
、
後
半
期
は
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
ま
り
に
少
な
い
。
詠
じ
る
症
状
だ
け
で
な
く
、
語
を
選
択
す

る
姿
勢
も
、
両
時
期
で
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
そ
う
し
た
中
、
慶
暦
七
年
に
作
ら
れ
た
「
目
昏
」
は
、
詩
題
の
他
に
第
一
句
で

も
「
我
目
忽
病
昏
」
と
し
て
眼
病
描
写
の
典
型
表
現
「
昏
」
を
使
用
す
る
。
特
殊

な
語
を
多
用
し
た
前
半
期
の
詩
作
と
し
て
は
、
か
え
っ
て
異
質
な
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
目
の
疲
労
に
つ
い
て
描
写
し
た
他
の
詩
と
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
目
の
か
す
み
を
い
う
場
合
に
も
、「
暗
」「
闇
」「
暈
」「
翳
」「
眩
」
な
ど

様
々
な
言
い
換
え
表
現
が
存
在
す
る
。
そ
れ
で
も
あ
く
ま
で
「
昏
」
の
語
を
用
い

る
の
は
、
や
は
り
こ
の
時
期
の
傾
向
か
ら
は
外
れ
た
う
た
い
方
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
、「
目
昏
」
の
眼
病
描
写

（
1
）「
目
昏
」
と
白
居
易
「
病
眼
花
」

　
そ
れ
で
は
、
実
際
に
「
眼
昏
」
の
内
容
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　
「
目
昏
」（
慶
暦
七
年
〔
一
〇
四
七
〕）

（
我
目
忽
病
昏
　
　
我
が
目�

忽
ち
昏
を
病
み

（
白
晝
若
逢
霧
　
　
白
晝�

霧
に
逢
ふ
が
若ご
と

し

（
窺
驚
隻
物
雙
　
　
窺
ひ
て
は
隻
物
の
雙
な
る
に
驚
き

（
書
輒
下
筆
誤
　
　
書
き
て
は
輒す
な
はち
筆
を
下
す
を
誤
る

（
來
人
髣
髴
是
　
　
來
人�

髣
髴
と
し
て
是
れ
な
り

（
飛
鳥
朦
朧
度
　
　
飛
鳥�

朦
朧
と
し
て
度
る

（
紜
紜
孰
辨
別
　
　
紜
紜
と
し
て
孰た
れ

か
辨
別
せ
ん

（
此
已
忘
好
惡
　
　
此
れ
已
に
好
惡
を
忘
る

　�

私
の
目
は
突
然
病
で
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
。
真
っ
昼
間
な
の
に
霧
の
中
に
入
っ



か
す
む
目
に
映
っ
た
世
界
（
大
井
さ
き
）

五
六

て
し
ま
っ
た
よ
う
。
目
を
凝
ら
せ
ば
一
つ
の
物
が
二
つ
並
ん
で
い
る
こ
と
に
仰

天
し
、
文
字
を
書
け
ば
い
つ
も
筆
が
お
か
し
な
所
に
い
っ
て
し
ま
う
。
向
か
っ

て
来
る
人
は
ぼ
ん
や
り
と
そ
れ
と
分
か
り
、
上
空
を
飛
ぶ
鳥
は
お
ぼ
ろ
げ
に
通

過
し
て
い
く
の
が
分
か
る
。
ご
た
ご
た
に
入
り
乱
れ
て
識
別
な
ん
て
で
き
よ
う

か
。
だ
が
こ
れ
は
、
も
は
や
好
き
嫌
い
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。

　
第
三
・
四
句
は
物
が
ぶ
れ
て
見
え
る
症
状
を
、
第
五
・
六
句
は
物
が
か
す
ん
で

見
え
る
症
状
を
う
た
う
。
同
じ
状
況
を
表
す
二
つ
の
事
柄
を
並
べ
て
対
句
に
し
、

そ
の
対
句
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
る
と
い
う
単
純
な
構
成
で
あ
る
。
第
五
・
六
句
で

は
、
同
義
の
双
声
語
と
畳
韻
語
、「
髣
髴
」
と
「
朦
朧
」
を
対
応
さ
せ
る
と
い
う

技
巧
を
用
い
る
が
、
こ
れ
も
対
句
の
作
り
方
と
し
て
は
さ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は

な
い
。
梅
堯
臣
が
慶
暦
四
年
に
作
っ
た
「
同
謝
師
厚
宿
胥
氏
書
齋
聞
鼠
甚
患
之
」

の
「
掀
翻
盤
盂
響
、
驚
聒
夢
寐
輟
（
掀あ

げ
翻く
つ
がへ

し
て
盤
盂
響
き
、
驚
き
聒
か
ま
び
すし

け

れ
ば
夢
寐
輟や

め
り
）」
と
い
う
句
で
は
、
も
と
も
と
独
立
し
た
二
字
を
自
在
に
組

み
合
わ
せ
て
「
掀
翻
」「
驚
聒
」
の
よ
う
に
双
声
、
畳
韻
と
な
る
語
を
作
り
、
そ

れ
を
並
べ
て
対
句
と
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
表
現
と
比
べ
る
と
、「
目
昏
」
の
対

句
に
は
技
巧
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
が
見
出
せ
な
い
。
用
語
と
し
て
も
、
第
七
句
の

「
紜
紜
」
が
や
や
見
慣
れ
な
い
の
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
平
易
な
も
の
ば
か
り
で

あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
他
の
詩
人
は
ど
の
よ
う
に
眼
病
を
描
写
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

詠
眼
病
詩
の
開
拓
者
と
さ
れ
る
白
居
易
の
作
を
見
て
み
た
い
。
眼
病
を
主
題
と
す

る
の
は
以
下
の
五
首
で
あ
る
。

「
眼
暗
」（
七
言
律
詩
）

早
年
勤
倦
看
書
苦
、
晚
歲
悲
傷
出
淚
多
。
眼
損
不
知
都
自
取
、
病
成
方
悟
欲
如
何
。

夜
昏
乍
似
燈
將
滅
、
朝
闇
長
疑
鏡
未
磨
。
千
藥
萬
方
治
不
得
、
唯
應
閉
目
學
頭
陀
。

「
得
錢
舍
人
書
問
眼
疾
」（
七
言
絶
句
）

春
來
眼
闇
少
心
情
、
點
盡
黃
連
尚
未
平
。
唯
得
君
書
勝
得
藥
、
開
緘
未
讀
眼
先
明
。

「
眼
病
二
首
」
其
一
（
七
言
律
詩
）

散
亂
空
中
千
片
雪
、
蒙
籠
物
上
一
重
紗
。
縱
逢
晴
景
如
看
霧
、
不
是
春
天
亦
見
花
。

僧
説
客
塵
來
眼
界
、
醫
言
風
眩
在
肝
家
。
兩
頭
治
療
何
曾
瘥
、
藥
力
微
茫
佛
力
賒
。

「
眼
病
二
首
」
其
二
（
七
言
律
詩
）

眼
藏
損
傷
來
已
久
、
病
根
牢
固
去
應
難
。
醫
師
盡
勸
先
停
酒
、
道
侶
多
教
早
罷
官
。

案
上
謾
鋪
龍
樹
論
、
盒
中
虛
撚
決
明
丸
。
人
間
方
藥
應
無
益
、
爭
得
金
篦
試
刮
看
。

「
病
眼
花
」（
七
言
律
詩
）

頭
風
目
眩
乘
衰
老
、
祗
有
增
加
豈
有
瘳
。
花
發
眼
中
猶
足
怪
、
柳
生
肘
上
亦
須
休
。

大
窠
羅
綺
看
纔
辨
、
小
字
文
書
見
便
愁
。
必
若
不
能
分
黑
白
、
却
應
無
悔
復
無
尤
。

　
傍
線
を
引
い
た
箇
所
が
、
眼
病
中
の
視
界
を
写
し
た
句
で
あ
る
。
異
常
の
生
じ

た
視
界
を
詩
で
表
現
し
よ
う
と
い
う
発
想
が
、
白
居
易
か
ら
す
で
に
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
白
居
易
は
か
す
ん
だ
視
界
を
ど
の
よ
う
に
描
き
出
そ
う

と
し
た
の
か
、
傍
線
を
引
い
た
箇
所
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
た
い
。
視
界
の

描
写
を
も
つ
三
首
の
う
ち
、
描
写
の
分
量
が
最
も
多
か
っ
た
も
の
か
ら
挙
げ
る
。

　
　
白
居
易
「
眼
病
二
首
」
其
一

（
散
亂
空
中
千
片
雪
　
　
散
亂
た
り�

空
中�

千
片
の
雪
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五
七

（
蒙
籠
物
上
一
重
紗
　
　
蒙
籠
た
り�

物
上�

一
重
の
紗

（
縱
逢
晴
景
如
看
霧
　
　
縱
ひ
晴
景
に
逢
ふ
と
も
霧
を
看
る
が
如
く

（
不
是
春
天
亦
見
花
　
　
是
れ
春
天
な
ら
ざ
る
も
亦
た
花
を
見
る

（
僧
説
客
塵
來
眼
界
　
　
僧
は
説
く�

客
塵�

眼
界
に
來
た
る
と

（
醫
言
風
眩
在
肝
家
　
　
醫
は
言
ふ�

風
眩�

肝
家
に
在
り
と

（
兩
頭
治
療
何
曾
瘥
　
　
兩
頭�

治
療
す
る
も
何
ぞ
曾
て
瘥い

え
ん

（
藥
力
微
茫
佛
力
賒
　
　
藥
力
は
微
茫
に
し
て
佛
力
は
賒は
る

か
な
り

　�

チ
ラ
チ
ラ
と
宙
を
舞
う
何
千
ひ
ら
も
の
雪
、
ぼ
ん
や
り
と
万
物
を
お
お
う
一
枚

の
薄
絹
。
晴
天
で
あ
っ
て
も
霧
を
見
て
い
る
か
の
よ
う
、
春
で
は
な
く
て
も
花

が
目
に
映
り
こ
む
。
僧
侶
は
煩
悩
が
視
界
に
入
り
込
ん
だ
の
だ
と
言
い
、
医
者

は
風
眩
の
病
が
肝
臓
に
あ
る
の
だ
と
言
う
。
両
者
の
治
療
で
こ
れ
ま
で
病
が

治
っ
た
だ
ろ
う
か
。
薬
の
力
は
は
っ
き
り
せ
ず
、
仏
の
力
も
わ
ず
か
な
も
の
だ
。

　
霧
の
比
喩
を
用
い
た
第
三
句
は
、
梅
堯
臣
「
目
昏
」
の
第
二
句
「
白
晝
若
逢

霧
」
と
よ
く
似
る
。
か
す
ん
だ
視
界
か
ら
霧
を
連
想
す
る
の
は
容
易
く
、
白
居
易

と
同
じ
頃
の
詩
人
、
王
建
「
眼
病
寄
同
官
」
に
も
「
隔
霧
看
人
夜
裏
行
（
霧
を
隔

て
て
人
を
看
れ
ば
夜
裏
に
行
く
が
ご
と
し
）」
と
見
え
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
梅

堯
臣
が
こ
の
詩
を
踏
ま
え
た
と
は
断
定
し
が
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
梅
堯
臣
と

白
居
易
の
二
句
は
、
発
想
ば
か
り
で
な
く
、
句
の
前
半
で
明
る
い
環
境
を
い
い
後

半
で
霧
に
喩
え
る
と
い
う
順
序
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
さ
ら
に
詩
の
他
の
箇
所
で

も
、「
蒙
籠
」
と
「
朦
朧
」
と
い
う
、
音
も
意
味
も
共
通
す
る
語
を
用
い
て
い
る
。

何
よ
り
、
か
す
ん
だ
視
界
を
表
現
す
る
と
い
う
関
心
の
置
き
所
が
共
通
す
る
こ
と

も
踏
ま
え
れ
ば
、
梅
堯
臣
が
白
居
易
の
描
写
を
参
考
に
し
た
可
能
性
は
十
分
考
え

ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
二
人
の
描
写
に
は
相
違
点
も
多
く
見
ら
れ
る
。
白
居
易
の
第
一
・

二
句
は
、
目
の
前
に
光
な
ど
が
ち
ら
つ
い
て
見
え
る
さ
ま
を
舞
い
散
る
雪
で
、
視

界
に
薄
く
靄
が
か
か
っ
た
状
態
を
薄
い
絹
織
物
で
喩
え
る
。
第
三
句
で
ぼ
や
け
た

視
界
を
霧
で
喩
え
る
点
は
梅
堯
臣
の
作
と
変
わ
ら
な
い
が
、
対
に
な
る
第
四
句
で

は
眼
病
中
の
視
界
を
表
現
す
る
「
花
」
の
語
を
利
用
し
、
植
物
と
し
て
の
花
と
か

け
て
比
喩
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、「
晴
天
の
霧
」
と
「
春
日
の
花
」
と
い
う

整
っ
た
対
応
関
係
を
作
る
。
四
句
全
体
を
見
る
と
、
す
べ
て
の
句
で
比
喩
表
現
を

用
い
て
い
る
が
、「
紗
」
と
「
霧
」
は
一
面
に
広
が
る
も
の
、「
雪
」
と
「
花
」
は

個
々
の
点
が
散
ら
ば
っ
た
も
の
で
あ
る
。
対
句
を
作
り
つ
つ
も
、
対
句
で
は
な
い

第
一
・
四
句
が
目
の
ち
ら
つ
き
を
、
第
二
・
三
句
が
目
の
か
す
み
を
表
す
も
の
と

し
て
組
に
な
る
。「
目
昏
」
詩
が
同
義
の
対
句
を
二
つ
組
み
合
わ
せ
る
の
と
は
異

な
り
、
変
化
に
富
ん
だ
構
成
で
あ
る
。

　
用
語
に
つ
い
て
も
比
較
し
て
み
た
い
。
類
似
す
る
二
句
、
白
居
易
の
「
縱
逢
晴

景
如
看
霧
」
と
梅
堯
臣
の
「
白
晝
若
逢
霧
」
で
は
、
七
字
と
五
字
と
で
情
報
量
が

違
う
こ
と
を
除
け
ば
、
主
要
な
差
は
「
晴
景
」
と
「
白
晝
」
の
語
に
あ
る
。
日
中

の
時
間
帯
を
表
す
に
あ
た
り
、
梅
堯
臣
が
「
晝
」
と
組
み
合
わ
せ
る
語
と
し
て

「
白
」
を
選
ん
だ
こ
と
は
、『
漢
書
』
賈
誼
伝
「
白
晝
大
都
之
中
剽
吏
而
奪
之

金
。」
に
附
さ
れ
た
顔
師
古
の
注
に
「
白
晝
、
晝
日
也
。
言
白
者
、
謂
不
陰
晦
也
。

（
白
晝
、
晝
日
な
り
。
白
と
言
ふ
は
、
陰
晦
な
ら
ざ
る
を
謂
ふ
な
り
。）」
と
い
う

よ
う
に
、
明
る
さ
を
強
調
し
て
「
本
来
明
る
い
日
中
に
も
関
わ
ら
ず
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
よ
り
強
め
る
効
果
を
生
ん
で
い
る
。
一
方
、
白
居
易
が
用
い
た

「
晴
景
」
の
語
は
、
唐
・
張
九
齢
「
高
齋
閑
望
言
懷
」
の
「
高
齋
復
晴
景
、
延
眺



か
す
む
目
に
映
っ
た
世
界
（
大
井
さ
き
）

五
八

屬
清
秋
（
高
齋�

復
た
晴
景
、
延
眺
し
て
清
秋
に
屬あ
た

る
）」
な
ど
の
例
か
ら
も
わ
か

る
よ
う
に
、
す
が
す
が
し
く
輝
き
に
満
ち
た
光
景
を
想
像
さ
せ
る
。
さ
ら
に
こ
こ

で
は
対
句
に
配
さ
れ
た
「
春
天
」
の
語
の
イ
メ
ー
ジ
も
相
ま
っ
て
、
華
や
か
な
雰

囲
気
も
帯
び
て
い
る
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
「
白
晝
」
の
語
は
、
明
る
い
こ
と
だ
け

は
よ
く
わ
か
る
が
、
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
は
く
れ
な
い
。

　
も
し
梅
堯
臣
が
白
居
易
の
描
写
を
踏
襲
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
独
自
性
を
出
す
た

め
に
改
変
を
加
え
た
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
あ
え
て
技
巧
的
な
要
素
や
美

し
い
イ
メ
ー
ジ
を
削
ぎ
落
と
し
た
こ
と
に
な
る
。
構
成
や
用
語
の
差
に
は
詩
体
の

違
い
も
関
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
梅
堯
臣
が
な
ぜ
古
体
を
選

ん
だ
の
か
と
い
う
創
作
意
識
の
問
題
に
な
る
。
梅
堯
臣
の
目
的
は
一
体
ど
こ
に

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

（
2
）
描
写
の
無
色
化

　
残
る
二
首
の
白
居
易
詩
に
つ
い
て
も
、
眼
病
中
の
視
界
を
描
写
し
た
箇
所
を
見

て
お
き
た
い
。

　
　
白
居
易
「
病
眼
花
」（
第
（
～
（
句
）

（
花
發
眼
中
猶
足
怪
　
　
花
の
眼
中
に
發ひ
ら

け
ば
猶
ほ
怪
し
む
に
足
る
に

（
柳
生
肘
上
亦
須
休
　
　
柳
の
肘
上
に
生
ず
れ
ば
亦
た
須
ら
く
休や

む
べ
し

（
大
窠
羅
綺
看
纔
辨
　
　
大
窠
の
羅
綺
は
看
て
纔わ
づ

か
に
辨
じ

（
小
字
文
書
見
便
愁
　
　
小
字
の
文
書
は
見
て
便
ち
愁
ふ

　�

目
の
中
で
花
が
咲
く
こ
と
す
ら
奇
妙
で
し
か
た
な
い
の
に
、
肘
の
上
に
瘤
ま
で

生
じ
て
は
も
う
お
し
ま
い
だ
。
織
物
の
大
き
な
花
模
様
は
か
ろ
う
じ
て
見
て
取

れ
る
が
、
文
書
の
細
か
い
文
字
は
目
に
入
る
だ
け
で
も
う
悩
ま
し
い
。

　
第
三
・
四
句
で
は
、
や
は
り
「
花
」
の
語
が
も
つ
二
重
の
意
味
を
利
用
し
、
対

句
の
「
柳
生
肘
上
」
と
合
わ
せ
て
、
文
字
通
り
に
読
め
ば
怪
奇
現
象
の
よ
う
に
な

る
よ
う
仕
組
ん
で
い
る
。
後
者
は
「
柳
」
の
音
が
「
瘤
」
に
通
じ
る
こ
と
を
利
用

し
た
表
現
で
、『
荘
子
』
至
楽
の
「
支
離
叔
與
滑
介
叔
、
觀
於
冥
伯
之
丘
、
昆
侖

之
虛
。
黃
帝
之
所
休
。
俄
而
柳
生
其
左
肘
、
其
意
蹶
蹶
然
惡
之
。（
支
離
叔�

滑
介

叔
と
、
冥
伯
の
丘
、
昆
侖
の
虛
に
觀あ
そ

ぶ
。
黃
帝
の
休
み
し
所
な
り
。
俄
か
に
し
て

柳�

其
の
左
肘
に
生
じ
、
其
の
意�

蹶
蹶
然
と
し
て
之
を
惡に
く

む
。）」
と
い
う
記
載
に

基
づ
く
。
こ
の
「
花
」
と
「
柳
」
の
組
み
合
わ
せ
は
、
植
物
同
士
と
い
う
だ
け
で

な
く
、
紅
と
緑
の
鮮
や
か
な
対
比
を
も
作
り
出
す
。
現
実
に
存
在
す
る
の
は
不
快

な
病
の
症
状
ば
か
り
だ
が
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
表
現
に
よ
っ
て
詩
に
は
華
や
か
な

色
が
添
え
ら
れ
る
。

　
　
白
居
易
「
眼
暗
」（
第
（
・
（
句
）

（
夜
昏
乍
似
燈
將
滅
　
　
夜
に
昏く
ら

め
ば
乍ま
さ

に
燈
の
將
に
滅き

え
ん
と
す
る
に
似

（
朝
闇
長
疑
鏡
未
磨
　
　
朝
に
闇く
ら

く
し
て
長つ
ね

に
鏡�

未
だ
磨
か
れ
ざ
る
か
と
疑
ふ

　�

夜
に
か
す
め
ば
、
ま
る
で
灯
火
が
消
え
そ
う
に
な
っ
て
い
る
か
の
よ
う
。
朝
に

く
ら
め
ば
、
い
つ
も
鏡
が
ま
だ
磨
か
れ
て
な
い
の
で
は
な
い
か
と
訝
し
む
。

　
「
燈
」
と
「
鏡
」
を
用
い
て
う
す
暗
く
曇
っ
た
視
界
を
表
現
す
る
。
先
ほ
ど
の

「
花
」
と
「
柳
」
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
こ
の
「
燈
」
と
い
う
字
か
ら
も
明
る
い
光

や
炎
の
暖
か
い
色
が
連
想
で
き
る
。
対
す
る
「
鏡
」
も
、
色
彩
こ
そ
伴
わ
な
い
が
、
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「
燈
」
と
並
ぶ
こ
と
で
明
る
い
輝
き
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
は

消
え
か
け
の
暗
い
炎
と
曇
っ
て
光
の
な
い
鏡
の
描
写
を
し
て
い
る
の
だ
が
、「
燈
」

と
「
鏡
」
と
い
う
文
字
の
存
在
が
、
詩
に
色
を
付
け
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
比
べ
る
と
、
梅
堯
臣
の
描
写
の
淡
泊
さ
が
一
層
際
立
つ
。
そ
れ
は
む

し
ろ
、
極
端
と
さ
え
言
え
る
よ
う
に
思
う
。
改
め
て
、
二
人
が
描
写
に
用
い
た
素

材
を
全
て
取
り
出
し
て
比
べ
て
み
た
い
。

　
梅
堯
臣
が
「
目
昏
」
詩
で
用
い
た
の
は
、「（
白
晝
の
）
霧
」「
隻
物
」「
來
人
」

「
飛
鳥
」
で
あ
っ
た
。
一
方
の
白
居
易
は
、「
眼
病
二
首
」
其
一
で
は
「（
千
片

の
）
雪
」「（
一
重
の
）
紗
」「（
晴
景
の
）
霧
」「（
春
天
の
）
花
」
を
、「
病
眼

花
」
詩
で
は
「（
眼
中
の
）
花
」「
大
窠
羅
綺
」「
小
字
文
書
」
を
、「
眼
暗
」
詩
で

は
「
燈
（
將
滅
）」「
鏡
（
未
磨
）」
を
用
い
た
。
先
ほ
ど
挙
げ
た
「
花
」
と
「
燈
」

以
外
は
ほ
ぼ
白
色
の
も
の
ば
か
り
だ
が
、
そ
の
中
で
も
白
居
易
の
用
い
た
雪
や
鏡
、

薄
絹
や
綾
絹
の
織
物
な
ど
の
素
材
は
、
い
ず
れ
も
具
体
的
な
形
状
を
思
い
浮
か
べ

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
梅
堯
臣
の
用
い
た
「
物
」
や
「
人
」
は
、

限
り
な
く
抽
象
的
で
色
も
形
も
伴
い
よ
う
が
な
い
。「
鳥
」
に
つ
い
て
も
、「
雁
」

や
「
鴻
」
の
よ
う
に
種
類
を
限
定
し
た
り
、
季
節
や
大
小
な
ど
の
語
を
前
に
附
し

た
り
し
て
い
れ
ば
ま
だ
イ
メ
ー
ジ
が
絞
ら
れ
る
が
、「
飛
」
の
語
で
は
曖
昧
さ
が

少
し
も
解
消
さ
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
梅
堯
臣
は
「
目
昏
」
詩
に
お
い
て
極
端
に
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の

乏
し
い
表
現
ば
か
り
を
並
べ
て
い
る
。
先
行
す
る
白
居
易
の
作
が
す
べ
て
比
喩
を

用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
梅
堯
臣
は
明
ら
か
に
意
図
的
に
比
喩
表
現
の
多

用
を
避
け
て
い
る
。
そ
し
て
選
ん
だ
の
が
、
か
す
ん
だ
視
界
を
あ
り
の
ま
ま
言
葉

に
写
し
取
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
と
は
い
え
実
際
は
、「
物
」
が
何
か
、「
人
」

が
誰
か
な
ど
は
あ
る
程
度
判
別
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
し
、「
見
え
な
い
」
こ
と

を
示
せ
さ
え
す
れ
ば
見
る
対
象
を
任
意
の
何
か
に
限
定
し
て
も
構
わ
な
い
は
ず
で

あ
る
。
そ
う
考
え
る
と
、
明
確
な
像
を
結
ぶ
こ
と
の
で
き
る
語
を
、
恐
ら
く
現
実

以
上
に
排
除
し
て
し
ま
う
こ
と
に
、
梅
堯
臣
の
ね
ら
い
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
極
限
ま
で
そ
ぎ
落
と
し
た
、
こ
の
無
色
無
形
の

描
写
こ
そ
が
、
か
す
ん
だ
視
界
を
最
も
写
実
的
に
表
現
す
る
た
め
に
、
梅
堯
臣
が

故
意
に
作
り
出
し
た
技
巧
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
具
体
性
を
欠
く
の
は
素
材
を
表
す
語
ば
か
り
で
は
な
い
。「
目
昏
」
の
第
四
句

「
書
輒
下
筆
誤
」
は
、「
書
」「
下
筆
」「
誤
」
と
い
う
動
作
の
み
で
表
現
す
る
の

で
、
ど
ん
な
紙
に
、
何
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
全
く
想
像
で
き
な
い
。
白

居
易
の
「
小
字
文
書
」
が
細
か
い
文
字
の
並
ぶ
文
書
の
映
像
を
脳
裏
に
結
ば
せ
る

の
と
は
異
な
る
。
さ
ら
に
、
第
五
句
「
來
人
髣
髴
是
」
の
「
是
」
で
あ
る
。「
來

人
」
で
あ
る

0

0

0

こ
と
の
み
を
表
現
す
る
こ
の
語
は
、
動
詞
の
中
で
は
最
も
具
体
性
を

欠
く
も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
句
末
に
あ
る
の
が
や
や
見
慣
れ
な
い
が
、

唐
・
孟
浩
然
「
陪
張
丞
相
自
松
滋
江
東
泊
渚
宮
」
の
「
渚
宮
何
處
是
、
川
暝
欲
安

之
（
渚
宮�

何
れ
の
處
か
是こ
れ

な
ら
ん
、
川�

暝
く
し
て
安い
づ

く
に
之ゆ

か
ん
と
欲
す
）」

な
ど
類
似
の
例
も
い
く
ら
か
見
ら
れ
る
の
で
、
特
別
な
用
法
と
は
言
え
な
い
。
表

現
と
し
て
も
目
立
つ
も
の
は
用
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
第
七
句
で
異
常
な
視
界
に
映
る
も
の
を
総
括
し
た
「
紜
紜
」
の
語
は
、

多
く
の
物
が
入
り
乱
れ
た
状
態
を
表
す
。
古
く
は
『
孫
子
』
勢
に
「
紛
紛
紜
紜
、

鬭
亂
而
不
可
亂
也
。（
紛
紛
紜
紜
と
し
て
、
鬭
ひ
亂
る
る
も
亂
す
べ
か
ら
ざ
る
な

り
。）」
と
見
え
る
が
、
具
体
的
な
主
語
を
示
さ
な
い
た
め
、
何
を
指
す
の
か
が
読

み
取
り
づ
ら
い
。
こ
の
詩
で
も
同
じ
よ
う
に
、
状
態
を
示
す
語
の
み
を
唐
突
に
挙
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げ
る
の
で
、
描
写
の
曖
昧
さ
が
増
し
て
い
る
。
も
し
こ
こ
に
形
容
詞
「
多
」
や
動

き
を
伴
う
「
亂
」
な
ど
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
れ
ば
、
読
者
の
脳
裏
に
浮
か
ぶ
イ

メ
ー
ジ
は
も
う
少
し
明
確
な
も
の
に
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　
淡
泊
さ
を
突
き
詰
め
た
表
現
に
ね
ら
い
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
先
に
見
た
単
純

な
対
句
の
構
成
に
も
同
じ
意
識
が
は
た
ら
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

描
き
出
す
対
象
ば
か
り
で
な
く
、
表
現
や
構
成
ま
で
特
徴
の
な
い
曖
昧
な
も
の
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
の
詩
が
同
時
期
の
眼
病
描

写
と
傾
向
を
異
に
し
、「
昏
」
と
い
う
典
型
的
な
、
悪
く
言
え
ば
あ
り
き
た
り
な

表
現
を
用
い
て
い
る
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。
常
用
さ
れ
る
眼
病
表
現
に
は

「
花
」
の
語
も
あ
る
が
、
そ
ち
ら
は
用
い
な
か
っ
た
。
症
状
的
に
「
昏
」
の
方
が

妥
当
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
「
花
」
で
は
言
葉
に
色
が
つ

い
て
し
ま
う
。
こ
の
意
味
で
も
、
本
作
に
は
選
ぶ
べ
き
で
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、「
目
昏
」
詩
で
は
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
伴
う
表
現
を
で

き
る
限
り
削
ぎ
落
と
し
、
色0

彩
と
特
色0

の
両
方
の
意
味
で
「
色
の
な
い
」
表
現
を

作
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
目
に
映
る
世
界
を
直
接
言
語
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
詩
作
は
梅
堯
臣
の
創
作
活
動
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
だ
ろ

う
か
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
、「
表
現
の
幅
を
濃
淡
と
い
う
点
で
広
げ
よ
う
と

し
た
挑
戦
の
作
」
と
い
う
捉
え
方
を
提
示
し
て
み
た
い
。
そ
う
考
え
る
の
は
、
こ

の
時
期
の
梅
堯
臣
が
、
視
覚
表
現
に
関
す
る
試
み
を
他
に
も
行
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
れ
は
朱
新
亮
「
宋
詩
老
境
美
的
藝
術
呈
現

─
以
梅
堯
臣
為
中
心）（（
（

」
に

指
摘
さ
れ
た
、
色
彩
表
現
に
つ
い
て
の
試
み
で
あ
る
。
朱
氏
に
よ
る
と
、
慶
暦
四

年
以
降
、
梅
堯
臣
の
詩
に
お
け
る
色
彩
語
の
使
用
頻
度
が
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、

色
彩
表
現
か
ら
の
脱
却
を
図
る
姿
勢
が
窺
え
る
と
い
う
。
こ
の
姿
勢
は
、
視
覚
的

な
魅
力
に
頼
ら
な
い
表
現
を
追
究
す
る
点
で
、「
目
昏
」
の
詠
じ
方
と
通
じ
る
所

が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
慶
暦
四
年
以
降
、
す
な
わ
ち
慶
暦
後
期
は
、
梅
堯
臣
が
さ

ま
ざ
ま
な
創
作
上
の
試
行
錯
誤
を
行
っ
た
時
期
で
あ
る
。
視
覚
表
現
に
お
い
て
も

新
た
な
表
現
が
模
索
さ
れ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、「
目
昏
」
の
よ
う
に
淡
さ
の
限

界
に
挑
む
創
作
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
も
ち
ろ
ん
、
色
彩
表
現
か
ら
の
脱
却
と
い
う
試
み
と
、
も
と
も
と
色
彩
ど
こ
ろ

か
形
状
も
不
鮮
明
な
対
象
を
詠
じ
る
「
目
昏
」
の
創
作
姿
勢
と
を
安
易
に
結
び
つ

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
慶
暦
後
期
に
梅
堯
臣
が
色
彩
表
現
を

手
放
す
方
向
へ
意
識
を
向
け
て
い
る
と
い
う
事
実
は
、「
目
昏
」
に
お
け
る
描
写

の
手
法
が
こ
の
詩
限
り
の
も
の
で
は
な
く
、
梅
堯
臣
の
他
の
作
品
と
繋
が
り
を

も
っ
て
い
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

（
3
）「
目
昏
」
が
語
る
理

　
「
目
昏
」
は
主
題
が
非
常
に
特
殊
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
ま
で
そ
の
描
き
出

し
方
に
重
き
を
置
い
て
考
察
を
進
め
て
き
た
。
し
か
し
、
詩
の
末
尾
に
は
「
紜
紜

孰
辨
別
、
此
已
忘
好
惡
（
紜
紜
と
し
て
孰
か
辨
別
せ
ん
、
此
れ
已
に
好
惡
を
忘

る
）」
と
し
て
自
身
の
解
釈
を
述
べ
る
箇
所
が
あ
る
。
梅
堯
臣
の
創
作
意
識
を
考

え
る
上
で
は
、
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
視
覚
的

な
美
し
さ
や
表
現
の
精
巧
さ
に
頼
ら
な
い
以
上
、
魅
力
を
欠
い
た
詩
と
な
り
か
ね

ず
、
そ
れ
を
補
う
の
が
こ
の
結
び
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
第
八
句
「
此
已
忘
好
惡
」
の
お
も
し
ろ
さ
は
、
病
気
と
い
う
負
の
状
態
を
肯
定

的
な
も
の
に
変
え
る
、
価
値
観
の
逆
転
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
ぼ
同
じ
発
想
は

白
居
易
の
詩
の
中
で
も
何
度
か
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
前
掲
「
病
眼
花
」
詩
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六
一

の
末
尾
に
は
、「
必
若
不
能
分
黑
白
、
却
應
無
悔
復
無
尤
（
必
ず
若も

し
黑
白
を
分

か
つ
能
は
ざ
れ
ば
、
却
っ
て
應
に
悔
い
無
く
復
た
尤と
が

無
か
る
べ
し
）」
と
あ
り
、

い
っ
そ
の
こ
と
完
全
に
視
力
を
失
い
、
白
と
黒
と
を
見
分
け
る
こ
と
も
で
き
な
く

な
れ
ば
、
か
え
っ
て
悔
い
も
咎
め
も
な
く
過
ご
せ
る
だ
ろ
う
に
と
、
失
明
を
む
し

ろ
幸
い
と
み
な
し
た
上
で
、
中
途
半
端
な
現
状
を
慨
嘆
す
る
。
ま
た
、「
閑
居
」

詩
に
も
「
…
…
眼
昏
入
夜
休
看
月
、
脚
重
經
春
不
上
山
。
心
靜
無
妨
喧
處
寂
、
機

忘
兼
覺
夢
中
閑
。
是
非
愛
惡
銷
停
盡
、
唯
寄
空
身
在
世
間
（
…
…
眼
昏
く
し
て
夜

に
入
り
て
月
を
看
る
を
休や

め
、
脚
重
く
し
て
春
を
經
て
山
に
上
ら
ず
。
心
靜
か
に

し
て
喧
處
に
寂
た
る
を
妨
ぐ
る
無
く
、
機
忘
れ
て
兼
ね
て
夢
中
に
閑
な
る
を
覺
ゆ
。

是
非�

愛
惡�

銷
停
し
盡
く
し
、
唯
だ
空
身
を
寄
せ
て
世
間
に
在
り
）」
と
し
て
、

目
や
足
を
病
ん
だ
こ
と
に
よ
っ
て
外
界
と
の
接
触
が
な
く
な
り
、
か
え
っ
て
愛
憎

の
情
が
消
え
失
せ
た
い
う
、「
目
昏
」
と
ほ
ぼ
同
じ
考
察
が
見
ら
れ
る
。
以
上
を

踏
ま
え
る
と
、「
目
昏
」
制
作
時
の
梅
堯
臣
に
は
、
自
身
が
独
自
に
見
出
し
た
発

想
を
披
露
し
よ
う
と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
梅
堯
臣
は
先
人
の
発
想
を
借
用
し
て
、
そ
の
お
も
し
ろ
さ
を
そ
の
ま

ま
自
作
の
持
ち
味
に
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
だ
。
理
を
語
る
末
尾
二

句
か
ら
は
、
白
居
易
の
そ
れ
と
は
違
う
、
独
特
の
味
わ
い
が
読
み
取
れ
る
。
前
掲

の
詩
で
白
居
易
が
、
切
迫
し
た
調
子
で
、
あ
る
い
は
達
観
の
境
地
か
ら
静
か
に

語
っ
た
の
に
対
し
、
梅
堯
臣
の
語
り
口
に
は
ど
こ
か
余
裕
が
あ
る
上
に
、
示
さ
れ

る
態
度
は
純
粋
な
達
観
と
い
う
よ
り
も
、
何
や
ら
や
せ
我
慢
の
よ
う
な
滑
稽
味
を

帯
び
て
い
る
。
そ
れ
は
、
前
の
句
ま
で
に
自
身
が
散
々
に
迷
惑
を
被
る
さ
ま
を
述

べ
連
ね
、
事
態
の
解
決
を
放
棄
す
る
よ
う
な
投
げ
や
り
な
言
葉
を
そ
の
原
因
に
向

け
て
放
ち
、
そ
の
上
で
道
理
を
語
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
見
て
み
よ

う
。

　
第
七
句
で
梅
堯
臣
は
、
ぼ
や
け
た
視
界
に
広
が
る
も
の
一
切
を
「
紜
紜
」
の
語

で
括
り
、
分
別
な
ど
到
底
無
理
だ
と
切
り
捨
て
る
。
こ
の
「
紜
紜
」
に
対
す
る
態

度
は
、
彼
が
他
の
詩
で
詠
物
対
象
に
向
き
合
う
と
き
の
そ
れ
と
類
似
す
る
。
例
え

ば
「
師
厚
云
蝨
古
未
有
詩
邀
予
賦
之
」（
慶
暦
五
年
）
で
は
、
人
の
血
を
吸
っ
て

勝
手
気
ま
ま
に
生
き
る
虱
に
「
人
世
猶
俯
仰
、
爾
生
何
足
觀
（
人
世
は
猶
ほ
俯
仰

の
ご
と
く
、
爾な
ん
ぢの

生�

何
ぞ
觀
る
に
足
ら
ん
）」
と
い
い
、「
八
月
九
日
晨
興
如
廁

有
鴉
啄
蛆
」（
皇
祐
元
年
〔
一
〇
四
九
〕）
で
も
厠
の
脇
の
樹
上
で
う
る
さ
く
鳴
き

騒
ぐ
鴉
に
「
吉
凶
非
予
聞
、
臭
惡
在
爾
躬
（
吉
凶
は
予
の
聞
く
に
非
ず
、
臭
惡�

爾
の
躬み

に
在
り
）」
と
い
う
。「
紜
紜
」
は
、
こ
の
虱
や
鴉
と
同
じ
で
あ
る
。
眼
前

を
か
き
乱
し
て
人
を
困
ら
せ
る
そ
れ
に
対
し
、
見
分
け
て
な
ど
や
る
も
の
か
と
言

い
放
つ
の
で
あ
る
。

　
そ
ん
な
混
乱
を
承
け
て
最
後
に
逆
転
の
発
想
を
披
露
す
る
の
だ
が
、
よ
く
似
た

結
び
が
慶
暦
五
年
の
作
「
蚯
蚓
」
に
も
見
え
る
。
そ
の
詩
で
は
、
夜
通
し
鳴
き
続

け
る
蚯
蚓
の
声
に
対
し
て
「
聒
亂
我
不
寐
、
每
夕
但
欲
明
（
聒
亂�

我�

寐い

ね
ら
れ

ず
、
每
夕�

但
だ
明
け
ん
こ
と
を
欲
す
）」
と
、
困
り
果
て
た
自
身
の
姿
を
う
た
い
、

そ
の
上
で
「
天
地
且
容
畜
、
憎
惡
唯
人
情
（
天
地
は
且し
ば
らく

容
畜
す
、
憎
惡
す
る
は

唯
だ
人
の
情
）」
と
し
、
そ
ん
な
蚯
蚓
を
憎
む
の
も
所
詮
は
人
の
も
つ
好
き
嫌
い

の
情
に
過
ぎ
な
い
の
だ
と
い
う
見
解
を
述
べ
て
一
篇
を
結
ぶ）（1
（

。
こ
の
詩
も
「
目

昏
」
も
、
自
身
を
苦
し
ま
せ
る
存
在
を
取
り
上
げ
る
も
の
の
、
個
人
の
生
活
の
中

に
描
き
出
す
た
め
深
刻
な
響
き
は
な
く
、
も
っ
と
も
な
道
理
を
語
っ
て
い
る
の
に

ど
こ
か
負
け
惜
し
み
め
い
た
調
子
が
滲
ん
で
し
ま
う）（1
（

。
し
か
も
「
目
昏
」
で
は
、

「
此
」
の
語
で
わ
ざ
わ
ざ
仕
切
り
直
し
て
「
こ
れ
は
…
…
と
い
う
こ
と
だ
」
と
言
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う
せ
い
で
、
よ
り
理
屈
っ
ぽ
さ
が
増
し
て
い
る
。
手
も
足
も
出
な
い
窮
状
に
直
面

し
な
が
ら
、「
し
か
し
考
え
て
み
れ
ば
、
こ
の
状
況
は
好
き
嫌
い
の
情
を
超
越
し

た
境
地
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
理
屈
を
ひ
ね
っ
て
嘯
い
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
病
に
苦
し
ん
だ
白
居
易
の
よ
う
な
切
実
な
調
子
は
な
い

が
、
平
素
の
余
裕
を
保
ち
な
が
ら
、
対
象
と
向
か
い
合
う
形
で
理
屈
を
ひ
ね
る
梅

堯
臣
の
語
り
方
は
、
詩
に
独
特
の
味
わ
い
を
付
与
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
結
び
に
論
理
を
展
開
す
る
方
法
は
、
梅
堯
臣
が
目
新
し
い
題
材
を
詠
じ
る
場
合

に
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
。
歴
代
の
蓄
積
に
頼
ら
な
い
創
作
に
お
い
て
詩
の
魅
力

を
補
う
た
め
の
常
套
手
段
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
類
似
の
理
を
語
る
詩
を
挙
げ
て
み

た
限
り
で
は
、
そ
の
語
り
方
の
中
に
梅
堯
臣
の
個
性
を
見
出
せ
そ
う
で
あ
る
。

四
、「
目
昏
」
詩
の
そ
の
後

　
も
し
「
目
昏
」
の
描
写
が
慶
暦
後
期
の
創
作
上
の
試
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
す

れ
ば
、
他
に
も
類
似
の
作
例
が
見
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
眼
病
と
い
う
題
材
は
そ

の
後
も
「
因
目
痛
有
作
」「
依
韻
和
呉
正
仲
赤
目
見
寄
」「
自
感
」
其
一
の
三
首
に

詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ど
う
い
っ
た
意
図
で
作
ら
れ
て
い
る
か
見
て
み
た

い
。

　
　
「
因
目
痛
有
作
」（
慶
暦
八
年
〔
一
〇
四
八
〕）

（
已
爲
貧
孟
郊
　
　
已
に
貧
し
き
孟
郊
爲た

る
に

（
拚
作
瞎
張
籍
　
　
拚は
ら

ひ
て
瞎
た
る
張
籍
と
作な

る

（
詩
句
但
口
吟
　
　
詩
句�

但
だ
口
に
吟
じ

（
世
事
不
眼
歷
　
　
世
事�

眼
を
歷へ

ず

（
既
能
分
好
惡
　
　
既
に
能
く
好
惡
を
分
か
つ
も

（
難
用
變
青
白
　
　
用
て
青
白
を
變
じ
難
し

（
讀
書
聽
吾
兒
　
　
讀
書
は
吾
が
兒
を
聽
け
ば

（
且
未
廢
朝
夕
　
　
且し
ば
らく

未
だ
朝
夕
に
廢
せ
ず

　�

も
と
も
と
貧
し
い
孟
郊
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
に
、
ま
た
甘
ん
じ
て
目
の
見
え
ぬ

張
籍
と
な
っ
て
い
る
。
詩
句
を
ひ
た
す
ら
口
ず
さ
む
ば
か
り
で
、
世
間
の
雑
事

は
目
を
過
ぎ
ら
な
い
。
好
き
な
も
の
と
嫌
い
な
も
の
と
は
も
う
分
別
で
き
て
い

る
の
だ
が
、
青
眼
と
白
眼
と
を
使
い
分
け
る
の
は
難
し
い
。
好
き
な
読
書
は
、

我
が
子
の
朗
読
に
耳
を
傾
け
て
い
る
の
で
、
今
の
と
こ
ろ
は
朝
も
晩
も
や
め
ず

に
す
ん
で
い
る
。

　
眼
病
の
症
状
に
つ
い
て
は
、
見
え
な
い
こ
と
を
「
瞎
」「
不
眼
歷
」
の
語
で
表

す
の
み
で
あ
る
。
こ
の
作
の
主
眼
は
、
恐
ら
く
前
年
の
作
「
目
昏
」
で
語
っ
た
道

理
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
論
じ
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
詩
に
も
「
好
惡
」
の
語
を

用
い
る
が
、
前
作
が
「
忘
好
惡
」
と
い
っ
た
の
に
対
し
て
、
こ
こ
で
は
「
能
分
好

惡
」
と
、
正
反
対
の
こ
と
を
述
べ
る
。
歴
代
の
詩
文
の
例
を
確
認
す
る
と
、「
好

惡
」
の
情
は
し
ば
し
ば
否
定
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、『
荘
子
』
刻
意
に

「
好
惡
者
、
德
之
失
。（
好
惡
は
、
德
の
失
な
り
。）」
と
、
白
居
易
「
薛
中
丞
」

に
も
「
豈
與
小
人
意
、
昏
然
同
好
惡
（
豈
に
小
人
の
意
と
、
昏
然
と
し
て
好
惡
を

同
じ
く
せ
ん
や
）」
と
あ
る
。
そ
の
情
を
忘
れ
る
こ
と
を
世
俗
を
超
越
し
た
態
度

と
し
て
好
ま
し
く
描
き
出
す
の
は
、
ご
く
自
然
な
こ
と
で
あ
る
。
反
対
に
、
好
き

嫌
い
を
区
別
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
能
（
で
き
る
）」
と
肯
定
的
に
捉
え
る
本
作
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六
三

の
言
い
回
し
は
、
読
み
手
に
意
外
性
を
与
え
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
に
梅
堯
臣
の

ね
ら
い
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
を
「
能
分
好
惡
」
と
言
っ
て
い
る
の
か
、
順
を

追
っ
て
見
て
み
た
い
。
ま
ず
、
第
一
・
二
句
に
登
場
す
る
孟
郊
と
張
籍
は
、
い
ず

れ
も
中
唐
期
の
詩
人
と
し
て
名
を
残
し
な
が
ら
も
、
政
治
的
に
は
不
遇
で
貧
窮
に

喘
い
だ
人
物
で
あ
る）（1
（

。
梅
堯
臣
は
彼
ら
に
自
身
を
擬
え
る
こ
と
に
よ
り
、
貧
窮
に

眼
病
が
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
況
と
同
時
に
、
孟
郊
ら
と
同
じ
く
詩
人
と
し
て
評

価
さ
れ
な
が
ら
官
僚
と
し
て
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
現
状
を
表
現
す
る
。
第
三
・

四
句
の
「
詩
句
」
と
「
世
事
」
は
詩
人
と
官
僚
の
象
徴
で
あ
る
が
、
両
者
に
対
す

る
眼
病
の
影
響
は
異
な
る
。
詩
は
相
変
わ
ら
ず
詠
じ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
人
間

社
会
に
は
関
わ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
こ
の
状
況
か
ら
導
き
出
す
の
が
、

第
五
・
六
句
の
「
好
惡
」
に
関
す
る
道
理
で
あ
る
。「
好
」
は
「
詩
句
」
を
、

「
惡
」
は
「
世
事
」
を
指
し
、
目
が
使
え
な
く
な
っ
た
現
状
を
「
自
ず
と
好
ま
し

い
も
の
と
厭
わ
し
い
も
の
と
を
区
別
で
き
る
状
態
」
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
眼

病
を
肯
定
的
に
捉
え
る
点
は
、「
目
昏
」
や
白
居
易
の
前
掲
の
詩
と
共
通
す
る
が
、

見
え
な
い
か
ら
忘
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
見
え
な
い
こ
と
に
よ
り
判
別
し
て
い

る
の
だ
と
い
う
発
想
は
、
前
作
よ
り
一
層
飛
躍
し
た
も
の
で
あ
る
。
目
は
し
ば
し

ば
善
悪
や
正
否
を
判
別
す
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
。
目
が
見
え
な
い
と
い
う
こ

と
は
、
正
確
な
判
断
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
梅
堯

臣
は
目
が
見
え
な
い
こ
と
が
す
で
に
正
し
い
判
別
結
果
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

目
を
病
ん
だ
せ
い
で
不
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
物
事
の
判
別
そ
の
も
の
で
は
な
く
、

阮
籍
の
よ
う
に
青
眼
と
白
眼
と
を
使
い
分
け
て
自
身
の
判
別
結
果
を
表
明
す
る
こ

と
だ
け
だ
。
こ
の
理
屈
の
発
見
と
言
語
化
に
、
創
作
の
重
点
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
し
、
こ
の
論
理
に
は
破
綻
が
あ
る
。
好
ん
で
い
る
は
ず
の
書
物
ま
で
読
め

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
末
尾
二
句
で
は
、
聴

覚
を
持
ち
出
し
て
や
や
無
理
な
弁
解
を
し
て
い
る
。
読
書
が
耳
で
続
け
ら
れ
る
と

い
っ
て
も
、
所
詮
は
子
ど
も
の
勉
強
の
範
囲
で
、
何
と
か
そ
れ
で
我
慢
し
て
い
る

の
が
実
情
で
あ
る
。「
且
（
と
り
あ
え
ず
）」
の
語
が
表
す
よ
う
に
本
人
も
そ
れ
は

自
覚
済
み
で
、
少
し
諧
謔
味
を
含
ま
せ
な
が
ら
、
前
の
二
句
で
大
仰
に
打
ち
立
て

た
理
論
を
、
地
に
足
を
着
い
た
世
界
、
個
人
の
生
活
ま
で
引
き
戻
し
て
い
る
。
視

界
の
描
写
に
は
関
心
が
向
け
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
説
理
の
部
分
に
さ
ら
に
工
夫
が

加
え
ら
れ
、
発
想
の
お
も
し
ろ
さ
と
独
特
の
語
り
口
が
生
み
出
す
味
わ
い
と
の
双

方
を
兼
ね
備
え
た
作
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
依
韻
和
呉
正
仲
赤
目
見
寄
」（
至
和
元
年
〔
一
〇
五
四
〕）

（
尋
常
不
病
眼
　
　
尋
常�

眼
を
病
ま
ず

（
青
白
看
人
多
　
　
青
白
も
て
人
を
看
る
こ
と
多
し

（
暫
見
朱
成
碧
　
　
暫
く
朱
を
見
て
碧
と
成
す
も

（
難
逢
扁
與
和
　
　
扁
と
和
と
に
逢
ひ
難
し

（
金
篦
舊
説
在
　
　
金
篦
は
舊
説
在
る
も

（
訶
子
古
方
磨
　
　
訶
子
は
古
方
磨
す

（
我
自
苦
風
痹
　
　
我�

自
ら
風
痹
に
苦
し
め
ば

（
思
君
那
得
過
　
　
君
を
思
へ
ど
も
那な
ん

ぞ
過よ

ぎ
る
を
得
ん
や

　�

（
君
は
）
ふ
だ
ん
は
目
が
健
康
な
の
で
、
い
つ
も
青
眼
と
白
眼
と
を
使
い
分
け

て
人
を
見
て
い
る
。
い
ま
一
時
的
に
赤
が
緑
に
見
え
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
扁

鵲
や
醫
和
の
よ
う
な
名
医
に
は
な
か
な
か
め
ぐ
り
会
え
な
い
。
金
の
へ
ら
を
用
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い
る
古
い
治
療
法
は
一
応
残
っ
て
い
る
が
、
訶
梨
勒
を
磨
っ
て
使
う
昔
の
処
方

は
摩
滅
し
て
し
ま
っ
た
。
私
は
私
で
中
風
に
苦
し
ん
で
い
る
の
で
、
君
の
こ
と

が
気
が
か
り
で
も
お
見
舞
い
に
な
ど
行
け
よ
う
か
。

　
眼
病
中
の
視
界
の
描
写
は
第
三
句
の
み
で
、
色
彩
表
現
を
用
い
て
色
を
正
し
く

識
別
で
き
な
い
状
態
を
う
た
う
。
こ
の
詩
で
は
他
に
も
、
第
二
句
と
第
五
句
に
色

彩
を
表
す
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
第
二
句
の
「
青
白
」
は
、
阮
籍
が
青
眼
と
白

眼
と
を
使
い
分
け
た
有
名
な
故
事
を
用
い
て
、
唱
和
相
手
で
あ
る
呉
正
仲
の
鑑
識

眼
を
称
え
る
も
の）（1
（

。
第
五
句
の
「
金
」
は
、「
玉
」
と
対
を
作
る
な
ど
素
材
と
し

て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、「
黄
」
や
「
青
」
と
組
み
合
わ
せ
て
色

対
を
作
る
例
も
時
折
見
ら
れ
る
の
で
、
色
彩
表
現
と
見
な
す
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
。

「
金
篦
」
は
矢
じ
り
の
よ
う
な
形
の
医
療
器
具
で
、
目
の
膜
を
は
ぎ
取
る
外
科
手

術
に
使
わ
れ
る
。
こ
の
詩
の
主
題
は
「
赤
目
」、
す
な
わ
ち
急
性
結
膜
炎
で
あ
る

が
、
梅
堯
臣
は
「
赤
目
」
と
い
う
語
の
［
色
＋
目
］
と
い
う
要
素
を
活
か
す
べ
く
、

目
に
関
連
す
る
色
彩
表
現
を
い
く
つ
も
重
ね
て
い
る
。

　
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
は
詳
し
く
述
べ
な
い
が
、
他
に
も
対
句
や
典
故
表
現
に
よ

る
技
巧
が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
唱
和
詩
な
ら
で
は
の
競
作
的
態
度
が
窺
え
る
。
色

彩
語
の
多
用
も
含
め
、「
目
昏
」
と
は
対
極
に
位
置
す
る
作
と
い
え
る
。
さ
ら
に
、

眼
病
の
中
で
も
具
体
的
な
病
名
に
絞
っ
て
い
る
点
や
、
目
を
患
っ
た
の
が
梅
堯
臣

自
身
で
は
な
い
点
、
律
詩
の
形
式
を
用
い
る
点
も
異
な
る
。
主
題
、
詩
体
、
韻
字

は
い
ず
れ
も
呉
正
仲
の
原
唱
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
唱
和
と
い
う
条
件
が
大
き

く
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
呉
正
仲
と
の
間
で
は
他
に
も
遊
戯
的
な
唱
和

が
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
で
「
目
昏
」
の
よ
う
な
描
写
方
法
を
再
試
行
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）（1
（

。

　
　
「
自
感 

其
一
」（
嘉
祐
元
年
〔
一
〇
五
六
〕）

（
左
目
忽
昏
花
　
　
左
目�

忽
ち
昏
花
し

（
愁
心
亂
劇
麻
　
　
愁
心�

亂
る
る
こ
と
麻
よ
り
劇は
げ

し

（
文
書
都
莫
見
　
　
文
書�

都す
べ

て
見
る
莫
く

（
藥
物
近
憑
他
　
　
藥
物�

他
に
憑よ

る
に
近
し

（
眸
子
終
何
似
　
　
眸
子�

終
に
何
に
か
似
ん

（
形
軀
且
願
嘉
　
　
形
軀�

且し
ば
らく

嘉よ

か
ら
ん
こ
と
を
願
ふ

（
唯
期
一
開
泰
　
　
唯
だ
期
す�

一
た
び
開
泰
し

（
再
望
日
中
鴉
　
　
再
び
日
中
の
鴉
を
望
ま
ん
こ
と
を

　�

左
目
が
突
然
ぼ
ん
や
り
か
す
ん
で
、
愁
い
悩
む
心
は
麻
よ
り
も
ひ
ど
く
乱
れ
る
。

役
所
の
文
書
は
一
切
目
に
入
っ
て
こ
ず
、
薬
は
ほ
と
ん
ど
人
に
頼
っ
て
い
る
。

結
局
こ
の
瞳
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
ん
だ
ろ
う
。
ひ
と
ま
ず
体
は
健
康
で
あ
る

よ
う
願
う
。
ひ
た
す
ら
期
待
す
る
の
は
、
世
界
が
開
け
安
ら
い
で
、
も
う
一
度

太
陽
の
中
の
鴉
を
望
み
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。

　
冒
頭
は
「
目
昏
」
の
第
一
句
「
我
目
忽
病
昏
」
と
か
な
り
似
て
い
る
が
、
詩
全

体
の
内
容
と
表
現
は
大
き
く
異
な
る
。「
自
感
」
と
い
う
詩
題
が
示
す
よ
う
に
、

ふ
と
自
覚
し
た
老
い
に
対
す
る
感
慨
を
主
題
と
す
る
た
め
、「
目
昏
」
で
は
全
く

示
さ
れ
な
か
っ
た
心
の
動
き
が
語
ら
れ
る
。「
目
昏
」
が
現
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
、

あ
る
い
は
現
実
以
上
に
淡
泊
に
語
る
の
と
は
反
対
に
、「
麻
よ
り
劇は
げ

し
」
や
「
都す
べ

て
」
の
よ
う
に
心
情
や
状
況
を
誇
張
気
味
に
う
た
い
、
末
尾
で
は
理
屈
を
捏
ね
る
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六
五

こ
と
な
く
、
回
復
を
願
う
気
持
ち
を
率
直
に
述
べ
る
。
用
い
る
語
の
傾
向
も
異
な

り
、
天
下
国
家
に
関
わ
る
記
述
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
「
開
泰
」
や
、
伝
説
上
で
太

陽
に
い
る
と
さ
れ
る
三
本
足
の
鴉
な
ど
、
現
実
か
ら
距
離
の
あ
る
表
現
が
選
ば
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
差
に
は
、
制
作
年
代
が
関
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
晩

年
の
作
に
は
、
内
容
、
表
現
と
も
に
盛
唐
以
前
の
詩
に
近
づ
く
方
向
へ
と
逆
行
し

た
か
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
が
多
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
稿
を
改

め
て
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、「
目
昏
」
以
降
、
梅
堯
臣
が
眼
病
で
か
す
ん
だ
視
界
を
詠
じ

る
こ
と
は
二
度
と
な
か
っ
た
。「
依
韻
和
呉
正
仲
赤
目
見
寄
」
は
詩
作
の
条
件
が

様
々
な
点
で
異
な
っ
て
お
り
、
残
る
二
首
も
症
状
の
描
写
に
は
関
心
が
向
け
ら
れ

ず
、
一
方
は
理
を
語
る
部
分
を
発
展
さ
せ
、
一
方
は
自
身
の
心
境
に
重
き
を
置
く

も
の
で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

　
「
目
昏
」
は
、
か
す
む
目
に
映
っ
た
世
界
を
写
し
取
る
と
い
う
特
殊
な
主
題
を

利
用
し
て
、
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
つ
表
現
を
可
能
な
限
り
排
除
し
、
完
全
に

色
の
な
い
世
界
を
作
り
出
す
こ
と
を
試
み
た
作
で
あ
っ
た
。
眼
病
を
詠
じ
る
詩
に

お
い
て
梅
堯
臣
が
同
じ
挑
戦
を
繰
り
返
さ
な
か
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
、
そ
も
そ

も
詩
作
の
機
会
が
あ
ま
り
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
眼
病
を
患
う

こ
と
が
少
な
か
っ
た
た
め
作
例
が
わ
ず
か
四
首
に
留
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
。
も
う
一

つ
に
は
、
か
す
ん
だ
視
界
と
い
う
主
題
が
あ
ま
り
に
特
殊
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
条
件
が
限
定
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
た
め
、
違
う
詠
じ
方
を
す
る
に
も
限
界

が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
視
覚
的
な
魅
力
に
頼
ら
な
い
表
現
へ
の
模
索
を
続
け
る
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ

も
っ
と
自
由
の
効
く
主
題
に
対
し
て
試
み
た
は
ず
で
あ
る
。「
目
昏
」
は
、
か
す

ん
だ
視
界
と
い
う
特
殊
な
主
題
を
存
分
に
活
か
し
、
用
語
か
ら
構
成
ま
で
の
あ
ら

ゆ
る
表
現
を
無
色
化
し
た
、
極
端
な
例
で
あ
る
。
表
現
の
幅
を
広
げ
る
と
い
う
目

的
の
下
に
行
わ
れ
た
詩
作
と
仮
定
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
淡
さ
の
極
限
を
ね
ら
っ

た
挑
戦
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
挑
戦
は
、
眼
病
を
詠
じ
る
詩
に
は
継

承
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
他
の
詩
作
に
活
か
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
晩
年

の
梅
堯
臣
と
欧
陽
脩
が
、
無
彩
色
で
あ
る
白
色
の
対
象
を
好
ん
で
詠
じ
た
り
、
対

象
の
特
徴
を
直
接
表
す
語
の
使
用
を
禁
じ
る
「
白
戦
体
」
と
呼
ば
れ
る
創
作
を
試

み
た
り
し
た
事
実
が
、
そ
れ
を
示
唆
す
る）（1
（

。

　
本
稿
で
は
、「
目
昏
」
が
慶
暦
後
期
に
行
わ
れ
た
試
み
の
一
環
で
あ
る
と
い
う

可
能
性
を
述
べ
た
も
の
の
、
眼
病
を
詠
じ
る
詩
に
限
っ
て
検
討
を
行
っ
た
た
め
に
、

視
覚
表
現
に
特
別
な
意
識
を
向
け
た
作
例
を
他
に
示
す
こ
と
は
で
き
ず
、「
目

昏
」
と
梅
堯
臣
の
他
の
作
品
と
の
関
わ
り
を
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

今
後
は
、
視
覚
表
現
に
制
限
を
か
け
た
と
思
わ
れ
る
詩
が
他
に
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の

か
を
調
べ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、「
夜
」「
霧
」「
夢
」
と
い
っ
た
視

覚
に
制
限
が
か
け
ら
れ
た
場
面
を
詠
じ
る
詩
も
、
視
覚
表
現
に
対
す
る
詩
人
の
意

識
を
追
究
し
て
い
く
手
が
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
本
稿
で
は
詳
し
く
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
詠
眼
病
詩
と
詠
病
詩
に
つ
い
て

も
、
別
の
視
点
か
ら
改
め
て
検
討
し
た
い
。
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（
（
）�拙
稿
「
慶
暦
後
期
の
梅
堯
臣
詩
に
つ
い
て
」（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
六
九
号
、

二
〇
一
七
年
三
月
）、「
梅
堯
臣
の
シ
ラ
ミ
詠
」（『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
七
三

号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
に
て
詳
し
く
検
討
し
た
。

（
（
）�『
中
国
詩
文
論
叢
』
第
六
集
、
一
九
八
七
年
。
埋
田
氏
は
「
詩
題
に
『
病
』『
疾
』

な
ど
の
語
を
も
ち
、
一
首
全
体
が
病
気
を
主テ
ー
マ題
に
し
て
い
る
も
の
」
を
狭
義
の
詠

病
詩
、「
そ
の
他
、
病
を
素
材
と
し
て
部
分
的
に
叙
述
す
る
作
品
」
を
広
義
の
詠

病
詩
と
規
定
す
る
。

（
（
）�『
中
国
文
学
研
究
』
第
二
三
期
、
早
稲
田
大
学
中
国
文
学
会
、
一
九
九
七
年
、
二

七
頁
。
白
居
易
の
眼
病
に
関
し
て
は
、
今
井
清
「
白
楽
天
の
健
康
状
態
」（『
東
方

学
報
』
第
三
六
冊
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
一
九
六
四
年
）、
鎌
田
出

「
唐
詩
人
の
疾
病
観
─
白
居
易
を
中
心
と
し
て
─
」（『
都
留
文
科
大
学
研
究
紀

要
』
第
三
六
集
、
一
九
九
二
年
）、
小
高
修
司
『
唐
代
文
人
疾
病
攷
』（
知
泉
書
館
、

二
〇
一
六
年
）
も
参
照
し
た
。

（
（
）�埋
田
氏
は
「
詩
題
に
眼
疾
を
指
示
す
る
語
を
持
ち
、
な
お
か
つ
一
首
全
体
が
眼
病

を
主テ
ー
マ題
に
し
て
い
る
も
の
」
を
狭
義
の
詠
眼
詩
、「
そ
の
他
、
眼
疾
を
素
材
と
し

て
部
分
的
に
叙
述
す
る
作
品
」
を
広
義
の
詠
眼
詩
と
規
定
す
る
。
白
居
易
に
お
け

る
狭
義
の
詠
眼
詩
は
五
首
に
留
ま
り
、
広
義
の
詠
眼
詩
が
多
数
を
占
め
る
と
い
う
。

（
（
）�宋
代
の
詠
眼
病
詩
に
関
し
て
は
、
陶
国
立
「
宋
代
眼
疾
詩
探
析
」（『
古
籍
整
理
研

究
学
刊
』
二
〇
二
〇
年
三
月
第
二
期
）、
屈
開
円
「
従
眼
病
治
療
到
詩
歌
語
言
：

宋
詩
中
的
“
刮
眼
”」（『
社
会
科
学
動
態
』
二
〇
二
三
年
三
月
）
も
参
考
に
し
た
。

陶
氏
は
宋
詩
中
の
眼
病
描
写
を
引
用
し
つ
つ
、
う
た
わ
れ
た
症
状
や
生
活
へ
の
影

響
な
ど
を
整
理
し
て
お
り
、
宋
代
全
体
で
み
る
と
数
多
く
の
詩
人
が
多
様
な
眼
病

描
写
を
行
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

（
（
）�「
病
を
詠
じ
た
詩
」
の
定
義
は
、
埋
田
氏
の
規
定
（
前
掲
注
（
（
））
を
参
考
に
し

た
が
、
詩
題
に
言
及
が
な
く
て
も
詩
の
大
半
で
病
を
う
た
う
作
も
あ
る
と
い
う
状

況
を
鑑
み
て
、「
詩
題
に
病
に
関
わ
る
語
を
含
み
、
一
首
全
体
で
病
を
う
た
う
も

の
」
に
加
え
て
「
詩
題
に
明
示
さ
れ
な
い
が
病
に
関
わ
る
描
写
が
大
部
分
を
占
め

る
作
」
を
抜
き
出
し
た
。
こ
の
他
、
詩
の
一
部
で
病
を
描
写
す
る
も
の
は
、
七
七

首
ほ
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
も
、
病
に
よ
り
酒
断
ち
を
検
討
す
る
詩
の
応

酬
（「
樊
推
官
勸
予
止
酒
」「
依
韻
和
通
判
二
月
十
五
日
雨
中
」「
感
春
之
際
以
病

止
酒
水
丘
有
簡
云
時
雨
乍
晴
物
景
鮮
麗
疑
其
未
是
止
酒
時
因
成
短
章
奉
答
」
ほ

か
）
な
ど
留
意
す
べ
き
作
が
見
ら
れ
る
。

（
（
）�詩
の
テ
キ
ス
ト
及
び
編
年
は
朱
東
潤
『
梅
堯
臣
集
編
年
校
注
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
二
〇
〇
六
年
新
一
版
。
初
版
は
一
九
八
〇
年
）
に
従
う
。

（
（
）�『
梅
堯
臣
集
編
年
校
注
』（『
宛
陵
先
生
集
』）
未
収
、『
永
楽
大
典
』
巻
二
〇
三
一

〇
「
疾
」
部
所
収
。
孫
永
（
一
○
二
○
～
一
○
八
七
）
と
は
慶
暦
五
～
七
年
の
許

昌
滞
在
期
間
中
に
交
流
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
詩
も
そ
の
頃
の
作
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。

（
（
）�目
に
関
す
る
描
写
の
う
ち
以
下
の
場
合
は
除
外
し
た
。
①
景
物
等
が
目
を
刺
激
す

る
と
い
う
表
現
。「
正
視
刺
我
目
（
登
泰
山
日
觀
峰
）」「
紛
紛
何
亂
目
（
次
韻
和

永
叔
對
雪
十
韻
）」
な
ど
。
②
無
知
・
不
見
識
の
喩
え
。「
衆
寐
盲
不
知
（
感
遇
）」

「
都
人
莫
識
寶
、
白
日
雙
眼
盲
（
同
次
道
遊
相
國
寺
買
得
翠
玉
罌
一
枚
）」
な
ど
。

③
酔
い
・
涙
に
関
す
る
表
現
。「
醉
目
遠
望
天
地
迷
（
雪
中
通
判
家
飲
迴
）」「
一

飲
眼
目
光
（
五
月
十
日
雨
中
飲
）」「
平
生
眼
中
血
、
日
夜
自
涓
涓
（
淚
）」
な
ど
。

④
日
月
を
目
に
喩
え
た
表
現
。「
任
看
怪
物
瞖
天
眼
（
日
蝕
）」
な
ど
。
⑤
不
調
を

否
定
す
る
表
現
。「
我
雖
暗
愚
眼
不
盲
（
樂
椽
自
淮
南
迴
示
新
詩
）「
莫
疑
昏
黑
眼

生
花
、
松
煤
濃
色
切
寒
鵶
（
和
江
隣
幾
學
士
得
雷
殿
直
墨
竹
二
軸
）」「
鬢
毛
未
變

目
未
花
（
和
永
叔
六
篇�

其
三�

看
花
呈
子
華
內
翰
）」
な
ど
。

（
（0
）�「
花
」
に
つ
い
て
『
大
漢
和
辞
典
』
は
「
か
す
む
。
く
ら
む
。」
と
、『
漢
語
大
詞

典
』
は
「
模
糊
不
清
。」
と
説
明
し
、
用
例
に
杜
甫
「
飲
中
八
仙
歌
」
の
一
句

「
眼
花
落
井
水
底
眠
」
を
引
く
。
目
の
ち
ら
つ
き
を
表
す
と
思
わ
れ
る
例
は
、
後

文
に
引
く
白
居
易
「
眼
病
二
首
」
其
一
を
参
照
。
白
居
易
に
飛
蚊
症
の
症
状
が

あ
っ
た
こ
と
は
萱
沼
明
「
白
楽
天
の
眼
病
―
い
ま
な
ら
天
明
ま
で
読
む
も
痛
む
ま

い
に
」（『
日
本
経
済
新
聞
』
一
九
六
一
年
二
月
十
日
、
第
一
二
面
）
な
ど
に
指
摘

さ
れ
る
。
ま
た
、
宋
代
の
眼
病
描
写
に
は
「
飛
黑
花
」
な
ど
飛
蚊
症
と
断
定
で
き

そ
う
な
表
現
も
見
え
る
。

（
（（
）�『
南
京
師
範
大
学
文
学
院
学
報
』
二
〇
二
二
年
九
月
第
三
期
。

（
（（
）�蚯
蚓
が
鳴
く
こ
と
に
つ
い
て
は
晋
・
崔
豹
『
古
今
注
』
な
ど
に
記
載
が
あ
り
、
後

世
に
は
そ
れ
が
誤
解
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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（
（（
）�こ
れ
ら
の
表
現
に
は
寓
意
や
諷
刺
を
読
み
取
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
読
ん
だ
場

合
も
、
直
前
ま
で
の
句
で
対
象
に
困
ら
さ
れ
る
詩
人
の
姿
が
日
常
の
生
活
の
中
に

描
か
れ
て
い
る
た
め
、
全
体
と
し
て
深
刻
な
雰
囲
気
に
は
な
ら
な
い
。

（
（（
）�梅
堯
臣
は
、
欧
陽
脩
ら
と
の
間
で
し
ば
し
ば
自
分
た
ち
を
中
唐
詩
人
に
擬
え
る
。

例
え
ば
「
依
韻
和
永
叔
澄
心
堂
紙
答
劉
原
甫
」（
一
〇
五
五
年
）
で
は
「
歐
陽
今

與
韓
相
似
、
海
水
浩
浩
山
嵬
嵬
。
石
君
蘇
君
比
盧
籍
、
以
我
擬
郊
嗟
困
摧
（
歐
陽�

今�

韓
と
相
似
た
り
、
海
水
浩
浩
と
し
て
山
嵬
嵬
た
り
。
石
君�

蘇
君�

盧
籍
に
比
し
、

我
を
以
て
郊
に
擬
し
て
困
摧
を
嗟
す
）」
と
し
て
、
欧
陽
脩
を
韓
愈
、
梅
堯
臣
を

孟
郊
、
石
延
年
（
九
九
四
～
一
○
四
一
）
を
盧
仝
、
蘇
舜
欽
（
一
○
○
八
～
一
○

四
九
）
を
張
籍
に
擬
え
る
。

（
（（
）�『
世
説
新
語
』
簡
傲
「
嵇
康
與
呂
安
善
」
の
劉
孝
標
注
に
引
く
『
晋
百
官
名
』
に

「
嵇
喜
字
公
穆
、
歷
揚
州
刺
史
、
康
兄
也
。
阮
籍
遭
喪
、
往
弔
之
。
籍
能
為
青
白

眼
、
見
凡
俗
之
士
、
以
白
眼
對
之
。
及
喜
往
、
籍
不
哭
、
見
其
白
眼
、
喜
不
懌
而

退
。
康
聞
之
、
乃
齎
酒
挾
琴
而
造
之
、
遂
相
與
善
。（
嵇
喜�

字�

公
穆
は
、
揚
州

刺
史
を
歷
し
、
康
の
兄
な
り
。
阮
籍�

喪
に
遭
ふ
に
、
往
き
て
之
を
弔
ふ
。
籍�

能

く
青
白
眼
を
為
し
、
凡
俗
の
士
を
見
れ
ば
、
白
眼
を
以
て
之
に
對
す
。
喜
の
往
く

に
及
び
、
籍�

哭
さ
ず
、
其
の
白
眼
を
見
て
、
喜�

懌よ
ろ
こば
ず
し
て
退
る
。
康�

之
を

聞
き
て
、
乃
ち
酒
を
齎も
た
らし

琴
を
挾
み
て
之
に
造い
た

り
、
遂
に
相
與
に
善
し
。）」
と
。

（
（（
）�呉
正
仲
は
、
梅
堯
臣
が
母
の
服
喪
の
た
め
故
郷
の
宣
城
に
滞
在
し
た
時
に
交
流
の

あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
限
ら
れ
た
期
間
で
は
あ
る
が
、
二
人
は
奇
抜
な
物
品
を
主

題
と
す
る
な
ど
の
遊
戯
的
な
応
酬
を
繰
り
返
し
た
。
こ
の
創
作
に
つ
い
て
は
、
唱

和
活
動
と
い
う
角
度
か
ら
改
め
て
検
討
し
た
い
。

（
（（
）�緑
川
英
樹
「
文
字
之
楽
─
梅
堯
臣
晩
年
の
唱
和
活
動
と
『
楽
』
の
共
同
体
─
」

（『
中
国
文
学
報
』
第
六
五
冊
、
二
〇
〇
二
年
）
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。

（
お
お
い
　
さ
き
　
中
国
学
科
）

二
〇
二
三
年
十
一
月
十
五
日
受
理




